
平成３１年度　年間授業計画　　 （学力スタンダード対象科目用）
教科・科目・単位 対象学年・組

教科書（出版社） VISTA English Communication I（三省堂） 副教材など

教科担任 　・　田中　典子　・　盛川　陽子  ・　近藤　友加里　・　佐々木  正夫

年間

中間考査まで

１学期末まで

中間考査まで

２学期末まで

３学期 学年末まで

２　学習の目標

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

３　学習内容と評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

４　評価方法 （該当に○）
方法

テスト

作品法

観察法

その他

５　その他

　授業中の発言・挙手など　　　他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　）

　スピーキング

新出単語の意味を理
解している。新出文
法を含む文の構造を

理解している。関係代名詞・関係副詞

内容

　１学期（　中間　・　期末　）　２学期（　中間　・　期末　）　３学期（　期末　）

　実習結果　　レポート　　ワークシート　　他（　　ノート提出、ワーク提出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３学期 学年末考査まで

Lesson 9 ＆Lesson 10 発問に答える。ペ
アワークやグルー
プワークに積極的
に取り組む。

教科書の意味内容
を理解し、その要
約をすることができ
る。

受動態の形を理
解し、それを用
いて話すことが
できる。

不定詞・動名詞

期末考査まで

Lesson 7 ＆Lesson 8 発問に答える。ペ
アワークやグルー
プワークに積極的
に取り組む。

教科書の意味内容
を理解し、その要
約をすることができ
る。

現在完了の各用
法を用いて話す
ことができる。

新出単語の意味を理
解している。新出文
法を含む文の構造を

理解している。

新出単語の意味を理
解している。新出文
法を含む文の構造を

理解している。

２学期

中間考査まで

Lesson 5 ＆Lesson 6 発問に答える。ペ
アワークやグルー
プワークに積極的
に取り組む。

教科書の意味内容
を理解し、その要
約をすることができ
る。

動名詞が文の中
でどのように使
えるのかを理解
する。

現在完了形・受動態

新出単語の意味を理
解している。新出文
法を含む文の構造を

理解している。

be動詞と一般動詞、進行形

期末考査まで

Lesson 3＆Lesson４ 発問に答える。ペ
アワークやグルー
プワークに積極的
に取り組む。

教科書の意味内容
を理解し、その要
約をすることができ
る。

不定詞の各用法
を使った文が話
すことができる。

備考

１学期

中間考査まで

Lesson 1 ＆Lesson2 発問に答える。ペ
アワークやグルー
プワークに積極的
に取り組む。

教科書の意味内容
を理解し、その要
約をすることができ
る。

各文型の文を実
際に使われる場
面に応じて使え
る。

that節の用法、第4・5文型

新出単語の意味を理
解している。新出文
法を含む文の構造を

理解している。

関係代名詞・関係副詞を用いて、動作主体が分からない状況を説明することができるようになる。

ペアワークに積極的に取り組む。教師の発問に対し臆さず意志を表現することができる。

英文を正確に読み取ったり、まとまった英文を聞いてその概要を読み取ったりすることができる。

基礎的な英文法を理解し、２～３文程度の短い発話やライティングができる。

英検３級程度の語彙、文法の知識を身に付ける。

学期 月 学習内容（単元・指導内容）
評価の観点

時数

１学期
be動詞、一般動詞（現在形）、進行形を用いて、習慣行為や現在・過去に行われている動作を表せるようにする。

be動詞と一般動詞の過去形、助動詞の意味やI think that…などを用いて、自分の考えを表現できるようになる。

２学期
不定詞・動名詞を用いて、動作が主語や目的語になる文を作れるようになる。

現在完了形・受動態を用いて、継続していることや自分の経験について表現できるようになる。

17

20

19

20

29

外国語（英語）・コミュニケーション英語Ⅰ・３単位 1年全クラス

英文法教室
コーパス1800

１　科目の目標

基礎的な文法を理解し、日常的なことがらや自分のことについて２～３文で表現できるようになる。読んだり聞いたりした文章の大意をつか
むとともに、「読むこと」については文構造を理解できるようになる。


